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1. はじめに 
 

 
 
このたびは SUZAKU-V をお求めいただき、ありがとうございます。 

 
 

■ 
 
本マニュアルは、SUZAKU-Vのハードウェアの仕様や使用方法について書かかれています。 
 
SUZAKU-Vの機能を最大限引き出すために、ご活用いただければ幸いです。 
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2. 注意事項 
 

 
2.1. 安全に関する注意事項 
SUZAKU-Vを安全にご使用いただくために、特に以下の点にご注意くださいますようお願いいたします。 
 

本製品には一般電子機器用（ＯＡ機器・通信機器・計測機器・工作機械等）に製造さ

れた半導体部品を使用していますので、その誤作動や故障が直接生命を脅かした

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.2
劣化

 
z 

 
z 

z 

外

z 

プロ

z 

ださ

 
z 

時

 
 
 

 

！
 り、身体・財産等に危害を及ぼす恐れのある装置（医療機器・交通機器・燃焼制御・

安全装置等）に組み込んで使用したりしないでください。また、半導体部品を使用し

た製品は、外来ノイズやサージにより誤作動したり故障したりする可能性があります。

ご使用になる場合は万一誤作動、故障した場合においても生命・身体・財産等が侵

害されることのないよう、装置としての安全設計（リミットスイッチやヒューズ・ブレーカ等

の保護回路の設置、装置の多重化等）に万全を期されますようお願い申しあげます。 

. 取り扱い上の注意事項 
、破損、誤動作、発煙、発火の原因となることがあります。取り扱い時には以下のような点にご注意ください。 

入力電源 
3.3V+5%以上の電圧を入力しないでください。 
極性を間違わないでください。 

インターフェース 
各インターフェース(外部 I/O、RS232C、Ethernet、JTAG)には規定以外の信号を接続しないでください。 
信号の極性を間違わないでください。 
信号の入出力方向を間違わないでください。 
 
改造 
外部 I/O コネクタ及び JTAG コネクタ(CON2、CON3、CON4、CON5、CON7)にコネクタ等を増設する以 
の改造は行わないでください。 
 
FPGAプログラム 
周辺回路(ボード上の部品も含む)と信号の衝突(同じ信号に2つのデバイスから出力する)を起こすようなFPGA 
グラムを行わないでください。 

FPGAのプログラムを間違わないでください。 
 
電源の投入 
本ボードや周辺回路に電源が入っている状態では絶対に FPGA I/O、JTAG用コネクタの着脱を行わないでく 
い。 

静電気 
本ボードには CMOS デバイスを使用していますので、ご使用になるまでは帯電防止対策のされている、出荷 
のパッケージ等にて保管してください。 

    2
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z ラッチアップ 
電源および入出力からの過大なノイズやサージ、電源電圧の急激な変動等で使用している CMOS デバイスが 
ラッチアップを起こす可能性があります。いったんラッチアップ状態となると、電源を切断しないかぎりこの状態が維

持されるため、デバイスの破損につながることがあります。ノイズの影響を受けやすい入出力ラインには保護回路

を入れることや、ノイズ源となる装置と共通の電源を使用しない等の対策をとることをお勧めします。 
 
z 衝撃、振動 
落下や衝突などの強い衝撃を与えないでください。 
振動部や回転部などへの搭載はしないでください。強い振動や遠心力を与えないでください。 

 
z 高温低温、多湿 
極度に高温や低温になる環境や、湿度が高い環境では使用はしないでください。 

 
z 塵埃 
塵埃の多い環境では使用はしないでください。 

 
 
 
 
 
2.3. FPGA使用に関しての注意事項 
z 本製品に含まれる FPGAプロジェクトについて 
本製品に含まれる FPGAプロジェクト(付属のドキュメント等も含みます)は、現状のまま(AS IS)提供されるもの 
であり、特定の目的に適合することや、その信頼性、正確性を保証するものではありません。また、本製品の使用

による結果についてもなんら保証するものではありません。 

本製品は、ベンダのツール(Xilinx製 EDK、ISEやその他ベンダツール)やベンダの IP コアを利用し、FPGA 
プロジェクトの構築、コンパイル、コンフィグレーションデータの生成を行っておりますが、これらツールに関しての

販売、サポート、保証等は行っておりません。  
 

2.4. ソフトウェア使用に関しての注意事項 
z 本製品に含まれるソフトウェアについて 
本製品に含まれるソフトウェア(付属のドキュメント等も含みます)は、現状のまま(AS IS)提供されるものであり、 
特定の目的に適合することや、その信頼性、正確性を保証するものではありません。また、本製品の使用による結

果についてもなんら保証するものではありません。 
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3. 作業の前に 
 

3.1. 準備するもの 
SUZAKU-Vを使用する前に、次のものを準備して下さい。 

 
z 作業用 PC 
ハードウェア開発用として、Windows2000 または、WindowsXPが動作し、シリアルポート(1ポート)、及びパラ 
レルポート(1ポート)を持つ PCを用意してください。 
ソフトウェア開発用として、Linuxが動作し、シリアルポート(1ポート)を持つ PCを用意してください。 
   ソフトウェア開発の詳細については、Software Manualを参照ください。 
 
z D-Sub9 ピンクロスケーブル 

D-Sub9ピン（メス－メス）の「クロス接続用」のケーブルを用意してください。 
 
z D-Sub9 ピン-10 ピン変換ケーブル 

D-Sub9ピンと本ボードのピンヘッダ(10ピン)を接続するための、D-Sub9ピン-10ピン変換ケーブルを用意して 
ください。 

 
z 開発キット付属 CD-ROM（以降、「付属 CD」） 

SUZAKU-Vに関する各種マニュアルやソースコードが収納されています。 
 

z シリアル通信用ソフト 
minicomや Tera Termなどのシリアル通信用ソフトが必要です。（Linux用のソフトは付属 CDの「tools」 
ディレクトリにあります。） 

 
z DC3.3V電源 

DC3.3V出力の電源を用意してください。 
 

z Xilinx ISE 
Xilinx ISEを用意してください。 
詳しくは Xilinx代理店にお問い合わせください。 

 
z Xilinx EDK 

Xilinx EDKを用意してください。 
詳しくは Xilinx代理店にお問い合わせください。 

 
z Xilinx Parallel Cable または相当 

Parallel Cableを用意してください。 
詳しくは Xilinx代理店にお問い合わせください。 
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4. 概要 
 

4.1. SUZAKU-Vの特徴 
 

SUZAKU-V〔朱雀〕は Xilinxの FPGA「Virtex-ⅡPro」をベースとしたボードコンピュータです。 
  FPGA 内にハードコアプロセッサ「PowerPC405」と周辺ペリフェラルコアを構成し、オペレーティングシステムとし
て Linuxを採用しています。 
  

z ソフトプロセッサと周辺ペリフェラルコアの構築 
PowerPC405 や周辺ペリフェラルコアの構築は、Xilinx 社 EDK(Embedded Development Kit)を使用しま
す。 

EDK は、GUI 環境下で PowerPC405 や周辺ペリフェラルコアの各種設定が行え、その設定情報から自動的
に 
ネットリストを生成するツールです。 
  
z カスタマイズ 

FPGAの中は、ユーザによってカスタマイズが可能です。 
また、基板外周にユーザが自由に使える外部 I/Oを 70ピン実装しています。 
例えば、PIOや UARTの数を増やし、外部 I/Oピンに割当てるなどのカスタマイズが簡単に行えます。 
 

P o w e r P C 4 0 5 デ フ ォ ル ト
の ペ リ フ ェ ラ ル コ ア

ボ ー ド 内 部 の
メ モ リ や

そ の 他 デ バ イ ス

G P IO コ ア

U A R T コ ア

メ モ リ コ ン ト ロ ー ラ コ ア や
ユ ー ザ が 製 作 し た コ ア

外 部 I/ O
合 計
7 0 ピ ン

ユ ー ザ で 追 加 し た
ペ リ フ ェ ラ ル コ ア や ロ ジ ッ ク を
自 由 に 外 部 I/ O ピ ン に 割 当 て

そ の 他
ユ ー ザ が 製 作 し た
さ ま ざ ま な ロ ジ ッ ク

F P G A 内 部

S U Z A K U 　   ボ ー ド
 

 
＊FPGAのカスタマイズには Xilinx社の EDK、ISEが必要です。Xilinx社または、Xilinx代理店より入
手してください。 

 
z LAN 

LAN(10Base-T/100Base-Tx)を実装しています。市販の LANケーブル(UTP)が接続できます。 
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z オペレーティングシステム 

Linuxを標準のオペレーティングシステムとして採用しておりますので、アプリケーションソフトウェアの開発 
には GNUのアセンブラやＣコンパイラ等を使用することができます。 
また、LAN コントローラデバイスドライバ、各種プロトコルが最初から用意されていますので、簡単にネットワーク 
に接続できます。 
 オペレーティングシステムの詳細については、Software Manualを参照ください。 

 
4.2. 仕様 
 
 
本ボードの主な仕様を表 4－1に示します。 

表 4-1 SUZAKU-V仕様 

FPGA Xilinx Virtex-ⅡPro XC2VP4 FG256 
ハードコアロセッサ PowerPC405 
水晶発振器周波数 3.6864MHz(FPGAの内部 DCMにより逓倍して使用) 
メモリ BRAM 16Kbyte 
 SDRAM 32Mbyte 
 FLASH メモリ 8Mbyte  
コンフィグレーション FLASH メモリ上に記憶、コントローラ TE7720 
JTAG 2ポート（FPGA用、TE7720用） 
Ethernet 10Base-T／100Base-Tx 
シリアル UART 115.2kbps 
タイマ 2ch（1chは OSで使用） 
フリーI/Oピン 70ピン 
リセット機能 ソフトウェアリセット 
電源 電圧：3.3V±3% 

消費電流：460mA typ(プロセッサ動作時) 
基板サイズ 72×47mm 
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4.3. 全体ブロック図 
SUZAKU-Vの全体ブロック図を図 4-1に示します。 
本構成は、Linuxを動作させる最小構成です。 
 

S D R A M
3 2 M B yte

F L A S H
8 M B yte

L A N
コントローラ

T E 7 7 2 0

F P G A
V irte x -Ⅱ Pro
4 0万ゲー ト

F G 2 5 6

R S 2 3 2 C
トランシーバ

R E S E T

P O W E R

+ 1 .5 V

+ 3 .3 V

3 .6 8 6 4 M H zDCM

アドレス／データバス

R e se t

ユーザ
I/O

7 0ピン
R J-4 5

JT A G
4  P IN

1 0  P IN

+ 3 .3 V in

JT A G
4  P IN

S U Z A K U -V
B o ard

起動モードジャンパ
L E D

ソフトウ ェアリセット

PPC 405

MMU
ICACHE  16KB
DCACHE  16KB
T IM ER

P L B  S D R A M
C o n tro lle r

O P B  U A R T
lite

O P B
In te rru p t

C o n tro lle r

O P B  G P IO

P L B  E M C

O P B

S D R A M
F L A S H

L A Nコントローラ

R S 2 3 2 C
トランシーバ

起動モードジャンパ
ソフトウ ェアリセット

ユーザ
ロジック

ユーザ
I/O

FPGA

+ 2 .5 V

色部は X ilin x  EDKで提
供 される IPコアです

I-P L B

D -P L B

P L B

P L B 2
O P B

B R A M

S
e
le
c
to
r

 
図 4-1 SUZAKU-Vブロック図 
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4.4. 機能 
 
4.4.1. プロセッサ 
 

FPGA内部で PowerPC405を使用しています。PowerPC405の概要を以下に示します。 
・32ビット RISCプロセッサ 
・32ビット固定長命令 
・32個の汎用 32bit レジスタ 
・MMU 
・命令キャッシュ(16 KB, 2-way)とデータキャッシュ(16 KB, 2-way) 

 
4.4.2. バス 
  
 3種類のバスで構成しています。 
・FPGA内部 PLB 

 PowerPC405 と BRAM、PLB-SDRAM Controller、PLB-EMCをペリフェラル IP コア接続するバス 
 高速アクセス 
・FPGA内部 OPB 

 OPB-UARTlite、OPB-INTCなどのペリフェラル IP コアを接続するバス 
・FPGA外部バス 

PLB EMC 及び、PLB SDRAMを介し、外部メモリデバイスなどを接続するバス。 
 

PPC405

MMU
ICACHE 16KB
DCACHE 16KB
TIMER

PLB SDRAM
Controller

OPB UART
lite

OPB
Interrupt

Controller

OPB GPIO

PLB EMC

OPB

SDRAM
FLASH

LANコントローラ

起動モードジャンパ
ソフトウェアリセット

FPGA
色部はXilinx EDKで提
供されるIPコアです

I-PLB

D-PLB

PLB

PLB2
OPB

BRAM

S
e
le
c
to
r

 
 

図 4-2 SUZAKU-Vバス構成 
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4.4.3. メモリ 
 

3種類のメモリで構成しています。 
・FPGA内部 BRAM (デフォルト 16KByte) 
 ブートプログラム用として使用しています。 
ブート完了後は、ユーザプログラムで使用することもできます。 

・FPGA外部 FLASH メモリ  
8MByteを実装しています。 
高機能ブートローダや Linuxシステム、FPGA コンフィグデータなどのデータ保存に使用しています。 

 PLB EMC と接続しています。 
・FPGA外部 SDRAM 32MByte 

 Linuxのメインメモリとして使用しています。 
 PLB SDRAM と接続しています。 
 
4.4.4. 割り込み 
 

OS用割り込みコントローラに、FPGA内部で OPB INTC を使用しています。 
 
4.4.5. タイマ 
 

PowerPC405内のタイマを使用しています。 
 
4.4.6. シリアルコンソール 
 

OS用シリアルコンソールに、FPGA内部で OPB UART Liteを使用しています。 
OPB UART Liteは RS232C トランシーバを介し、コネクタ(CON1)に接続しています。 
また、RS232C トランシーバは、4チャンネルタイプのものを使用しており、このうち 2チャンネルをOS用シリアルコ 
ンソールで使用し、残り 2 チャンネルは未使用となっています。これらの未使用の信号に GPIO やユーザロジックを
接続してフロー制御をしたり、別の OPB UART Liteを接続して 2ポート目の UART とすることも可能です。 
・シリアルコンソールの設定 
転送レート 115.2kbps 
データ  8bit 
ストップ bit  1bit 
フロー制御 なし 

 
4.4.7. LAN 
 

LAN コントローラに、FPGA外部に SMSC社の LAN91C111を実装しています。 
LAN91C111は、PLB EMCを使用し、PLB と接続しています。 

  また、RJ-45 コネクタを実装しており、市販の LANケーブル(UTP)が接続できます。 
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4.4.8. 外部 I/O 
 
ユーザが自由に使用できる外部 I/Oを 70ピン実装しています(CON2、CON3、C0N4、CON5)。 
(コネクタは実装されていません) 
外部 I/Oは、FPGAのフリーI/Oピンと直接接続しています。(7 項 各種インターフェース仕様を参照ください) 
FPGAの I/O用電源(VCCO)は、全て内部ロジック用電源+3.3Vから供給しています。 
I/O電圧や駆動電流などの規定値については、Virtex-ⅡProのデータシートをご参照ください。 

 
内部ロジック用電源+3.3Vは、シーケンス回路により立ち上がりに最大 20msecの時間がかかります。 
よって外部 I/O と接続するデバイスは、ラッチアップ等を起こさないために、本ボードの内部ロジック用電源+3.3V 
出力を使用するか(4.4.15 内部ロジック用電源出力+3.3V を参照ください)、またはバッファデバイス等が必要にな
ります。 
 
 
4.4.9. FPGAコンフィグレーション 
 

FPGA コンフィグレーション ICに TE7720(東京エレクトロンデバイス製)を実装しています。 
TE7720は、JTAG(CON2)から送られてくるデータを FLASH メモリにプログラムし、再起動時に FLASH メモリ 
からデータを読み込み、FPGAをコンフィグレーションする ICです。(図 4.3) 
 

FLASH メモリの全エリアは、プロセッサからも読み書き可能です。 
LANや RS232Cから、Linuxシステムや FPGA コンフィグレーションデータを受信し、FLASH メモリに対して書 
き込んで、再起動すると全く新しい機能をもったボードとして動作させることができます。 
また、SUZAKU-Vにはソフトウェアからコントロールできるリセット回路が入っていますので、遠隔地からの再コン 
フィグレーションも可能です。 
 

JTAG(CON2)から TE7720にデータを転送するためのソフトウェア(LBPLAY2.EXE)は、東京エレクトロンデバイ 
スのホームページから無料でダウンロードできます。(付属 CDにも収録されています) 
コンフィグレーション方法については、10．FPGA コンフィグレーション を参照ください。 

 
FPGA に間違ったデータをプログラムしたり、またプログラム中に何かの原因で、エラーを起こした場合は

SUZAKU-V を動作させないでください。FPGA外部回路部品(ボード上の部品も含む)と信号の衝突や異常動作に
より発熱、劣化、破損する可能性がありますので、一度電源を切断し、゛JP2゛をショートし、再プログラミングを行って
ください。 

SUZAKU-V は、電源再投入時゛JP2゛ をショートすると、FPGA に対しコンフィグレーションを停止させることがで
き、その間にプログラムすることができます。 
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JTAG

TE7720

FLASHメモリ

FPGA

JTAGからTE7720経由でFLASHメモリに書き込み

電源投入時FLASHメモリからTE7720経由でFPGAをコンフィグレーション

バス

FPGA
コンフィグレーション

MicroBlaze
ソフトウェア

マスターシリアル

JTAG

TE7720

FLASHメモリ

FPGA

バス

FPGA
コンフィグレーション

MicroBlaze
ソフトウェア

マスターシリアル

FPGAのコンフィグレーション完了後、MicroBlazeがFLASHメモリを使用

JTAG

TE7720

FLASHメモリ

FPGA

バス

FPGA
コンフィグレーション

MicroBlaze
ソフトウェア

マスターシリアル

MicroBlaze

MicroBlaze

バス要求
バス解放

コンフィグレーションデータ

コンフィグレーションデータ

ソフトウェア

 
 

図 4-3 FPGA コンフィグレーション 
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4.4.10. ソフトウェアリセット機能 
 
ソフトウェアリセットを実行すると、FLASH メモリからコンフィグレーションデータの再読み込み及び、FPGA のコン
フィグレーションを実行、各デバイス ICへリセットを出力します。 
ソフトウェアリセットは、Linux の reboot コマンドを使用するか、または、BRAM上のプログラムから、直接アドレス 

0xF0FF_A000 にデータ 0x000_0001 を書き込むことにより実行できます。BRAM 上のプログラムから直接ソフトウ
ェアリセットを実行する場合は、SDRAM やその他デバイスに対し書込み読込み (プログラムの実行を含む) を行わ
ないでください。 
  

   

BRAM上のプログラムから
アドレス　0xF0FF_A000にデータ
0x000_0001を書き込む

BRAM上のプログラムでウェイト
( SDRAMやその他デバイスに対し
書込み読込みを行わない )

BRAM上のプログラムにジャンプ

ソフトウェアリセット発生

BRAM上のプログラムから直接ソフトウェアリセットを実行する場合

 
 
4.4.11. JTAG 
 

JTAGには、以下の 2種類があります。 
 ・FPGAプログラム用 JTAG コネクタ(CON2) 

FPGAのコンフィグレーションデータを Flash メモリにプログラムする時に使用する JTAG コネクタです。 
(コネクタは実装されていません) 
本コネクタに Xilinx製 Parallel Cable等の JTAGケーブルを接続し、専用のソフト(LBPLAY2.EXE)を
使用してプログラムを行います。 
本 JTAGの I/O電圧は+3.3Vです。+3.3Vに対応した JTAGケーブルをご使用ください。 

   また、TMS、TDI、TCKは、本ボード内で 4.7kΩを介し+3.3Vにプルアップされています。 
コンフィグレーション方法については、10．FPGA コンフィグレーション を参照ください。 

 ・FPGA用 JTAG コネクタ(CON7) 
FPGA用 JTAG コネクタです。(コネクタは実装されていません) 

  FPGAの JTAGピンと直接接続されています。 
  本 JTAGの I/O電圧は+2.5Vです。+2.5Vに対応した JTAGケーブルをご使用ください。 
  また、本ボード内でTMS、TDI、TCKは4.7kΩ、TDOは200Ωを介し+2.5Vにプルアップされています。 
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4.4.12. 設定用ジャンパ 
 
設定用ジャンパには、以下の 2種類があります。 
 ・起動モードジャンパ (JP1) 

起動モードを切り替えるジャンパです。 
  オープンでオートブートします。 

ショートでブートローダモードになります。 
(起動モードについての詳細はソフトウェアマニュアルを参照してください) 
 

・FPGAプログラム用ジャンパ(JP2 , FPGAの P14(INIT-B)と接続しています) 
FPGA プログラム用 JTAG からコンフィグレーションデータを Flash メモリにプログラムする時に使用する
ジャンパです。(JP2は, FPGAの P14(INIT-B) と CON3の 14ピンと接続しています) 

 オープンでノーマルブートします。 
ショートで FPGA コンフィグレーションデータを Flash メモリにプログラムできます。 
コンフィグレーション方法については、10．FPGA コンフィグレーション を参照ください。 
 (電源再投入時、本ジャンパをショートすると、FPGA に対しコンフィグレーションを停止させることができ、
その時に Flash メモリにプログラムできます) 

 
4.4.13. LED 
 

LEDには、以下の 2種類があります。 
 ・パワーオン LED  緑 (D3) 
 本ボードに 3.3Vが供給されると点灯します。 
 ・ユーザコントロール LED 赤 (D1) 

 ユーザコントロール可能な LEDです。 
゛ LO. ゛レベルで点灯します。 
FPGA の A9ピンと接続していますと接続しています。 

 

4.4.14. 電源入力+3.3V 
 
 CON2、CON3及び CON6の ゛ 電源入力+3.3V ゛から、本ボードへの電源供給が可能です。 
 +3.3Vは、精度±3%で、単調増加としてください。 
 極度に短い間隔でのオン/オフ繰り返しは行わないでください。 
 入力には積層セラミックコンデンサ 22μFを実装しています。 
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4.4.15. 内部ロジック用電源出力+3.3V  
  
内部ロジック用電源+3.3Vは、FPGAの I/O用(VCCO)やその他 ICに供給している電源です。 
CON1、CON2、CON3、CON5から、外部のデバイスに合計最大 400mA *1の電源供給が可能です。 
ただし、外部のデバイスの負荷変動が大きい場合、電源入力+3.3Vの応答によっては、電圧変動が発生すること 
があります。 
  
 

電源入力 +3.3V
内部ロジック用電源出力
 +3.3V　 最大400mA　  *1

FPGAのI/O用(VCCO)
や
その他IC

オン抵抗100mΩ

(CON2,3,6) (CON1,2,3,5)

 
 
＊1  外部 I/Oから信号を出力する場合は、 
合計最大電流 = 400mA－外部 I/O信号の出力電流 

 となります。 
 
 
4.4.16. 内部電源シーケンス 
 
  内部電源は、以下のようなシーケンスで立ち上がります。 
  
 

+1.2V
回路

+2.5V
回路

①ON制御

②ON制御

電源入力 +3.3V 内部ロジック用電源 +1.2V

内部ロジック用電源 +2.5V

内部ロジック用電源 +3.3V

電源入力 +3.3V

内部ロジック用電源 +1.2V

内部ロジック用電源 +2.5V

内部ロジック用電源 +3.3V

①ON制御

②ON制御

MAX20mS
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5. メモリマップ 
 

5.1. SUZAKU-Vメモリマップ 
本ボードのメモリマップは次の通りです。 
本構成は、Linuxを動作させる最小構成です。 

表 5-1 SUZAKU-V メモリマップ 

Start Address End Address ペリフェラル デバイス 

0x0000 0000 0x01FF FFFF PLB-SDRAM Controller SDRAM 32MByte 

0x0200 0000 0xEFFF FFFF Free  

0xF000 0000 0xF07F FFFF PLB-EMC FLASH メモリ 8MByte 

0xF080 0000 0xF0CF FFFF Free  

0xF0E0 0000 0xF0EF FFFF PLB-EMC LAN コントローラ 

0xF0F0 0000 0xF0FF 1FFF Free  

0xF0FF 2000 0xF0FF 20FF OPB-UART Lite RS232C 

0xF0FF 2100 0xF0FF 2FFF Free  

0xF0FF 3000 0xF0FF 30FF OPB-Interrupt Controller  

0xF0FF 3100 0xF0FF 9FFF Free  

0xF0FF A000 0xF0FF A0FF OPB-GPIO ブートモードジャンパ 

ソフトウェアリセット 

0xFFFF A100 0xFFFF BFFF Free  

0xFFFF C000 0xFFFF FFFF BRAM BRAM 16KByte 

 
                                                                                                       
 
 

表 5-2  FLASH メモリ 8MByte 内のメモリマップ(0xF000 0000～0xF07F FFFF) 

Start Address End Address ペリフェラル 

0xF000 0000 0xF007 FFFF Free 

0xF008 0000 0xF00F FFFF FPGA コンフィグレーションデータ 

0xF010 0000 0xF011 FFFF Hermit ブートローダバイナリイメージ 

0xF012 0000 0xF07E FFFF Linux バイナリイメージ 

0xF07F 0000 0xF07F FFFF Linux コンフィグデータ 
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6. FPGAピンアサイン 
FPGA( Xilinx Virtex-ⅡPRo XC2VP4 FG256 )の全ピンアサインを示します。 
 

表 6-1 FPGAピンアサイン 外部 I/O系 (1/3) 

 
番号 バンク 信号名 I/O 用途 接続先 
E14 2 L01N_2/VRP_2 I/O 外部 I/O CON2    (7項参照) 
E15 2 L01P_2/VRN_2 I/O 〃 〃 
E13 2 L02N_2 I/O 〃 〃 
F12 2 L02P_2 I/O 〃 〃 
F13 2 L03N_2 I/O 〃 〃 
F14 2 L03P_2 I/O 〃 〃 
F15 2 L04N_2/VREF_2 I/O 〃 〃 
F16 2 L04P_2 I/O 〃 〃 
G13 2 L06N_2 I/O 〃 〃 
G14 2 L06P_2 I/O 〃 〃 
G15 2 L85N_2 I/O 〃 〃 
G16 2 L85P_2 I/O 〃 〃 
G12 2 L86N_2 I/O 〃 〃 
H13 2 L86P_2 I/O 〃 〃 
H14 2 L88N_2/VREF_2 I/O 〃 〃 
H15 2 L88P_2 I/O 〃 〃 
H16 2 L90N_2 I/O 〃 〃 
J16 2 L90P_2 I/O 〃 〃 
J15 3 L90N_3 I/O 〃 〃 
J14 3 L90P_3 I/O 〃 〃 
J13 3 L89N_3 I/O 〃 〃 
K12 3 L89P_3 I/O 〃 〃 
K16 3 L87N_3/VREF_3 I/O 〃 〃 
K15 3 L87P_3 I/O 〃 〃 
K14 3 L85N_3 I/O 〃 〃 
K13 3 L85P_3 I/O 〃 〃 
L16 3 L06N_3 I/O 〃 〃 
L15 3 L06P_3 I/O 〃 〃 
L14 3 L05N_3 I/O 〃 〃 
L13 3 L05P_3 I/O 〃 〃 
L12 3 L03N_3/VREF_3 I/O 〃 CON3    (7項参照) 
M13 3 L03P_3 I/O 〃 〃 
M16 3 L02N_3 I/O 〃 〃 
N16 3 L02P_3 I/O 〃 〃 
M15 3 L01N_3/VRP_3 I/O 〃 〃 
M14 3 L01P_3/VRN_3 I/O 〃 〃 
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表 6-2 FPGAピンアサイン 外部 I/O 系(2/3) 

 
番号 バン
ク 

信号名 I/O 機能 接続先 

P15 4 L01N_4/BUSY/DOUT1 I/O 外部 I/O CON3   (7項参照) 
P14 4 L01P_4/INIT_B I/O 〃 CON3   (7項参照) 

JP2 
コンフィグレーションピン兼用 

R14 4 L02N_4/D0/DIN1 I/O 〃 CON3   (7項参照) 
コンフィグレーションピン兼用 

P13 4 L02P_4/D1 I/O 〃 CON3   (7項参照) 
T15 4 L03N_4/D2 I/O 〃 〃 
T14 4 L03P_4/D3 I/O 〃 〃 
N12 4 L06N_4/VRP_4 I/O 〃 〃 
P12 4 L06P_4/VRN_4 I/O 〃 〃 
N11 4 L07P_4/VREF_4 I/O 〃 〃 
M11 4 L09N_4 I/O 〃 〃 
M10 4 

L09P_4/VREF_4 

I/O 〃 CON3   (7項参照) 
CON5   (7項参照) 

N10 4 L69N_4 I/O 〃 〃 
P10 4 L69P_4/VREF_4 I/O 〃 〃 
N9 4 L74N_4/GCLK3S I/O 〃 CON3   (7項参照) 
P9 4 L74P_4/GCLK2P I/O 〃 〃 
R9 4 L75N_4/GCLK1S I/O 〃 〃 
T9 4 L75P_4/GCLK0P I/O 〃 〃 
T8 5 

L75N_5/GCLK7S 

I/O 〃 CON3   (7項参照) 
CON5   (7項参照) 

R8 5 L75P_5/GCLK6P I/O 〃 〃 
P8 5 L74N_5/GCLK5S I/O 〃 〃 
N8 5 

L74P_5/GCLK4P 

I/O 〃 CON3   (7項参照) 
CON4   (7項参照) 

P7 5 L69N_5/VREF_5 I/O 〃 〃 
N7 5 L69P_5 I/O 〃 〃 
M7 5 L09N_5/VREF_5 I/O 〃 〃 
M6 5 L09P_5 I/O 〃 〃 
N6 5 L07N_5/VREF_5 I/O 〃 〃 
P5 5 L06N_5/VRP_5 I/O 〃 〃 
N5 5 L06P_5/VRN_5 I/O 〃 〃 
T3 5 L03N_5/D4 I/O 〃 〃 
T2 5 L03P_5/D5 I/O 〃 〃 
P4 5 L02N_5/D6 I/O 〃 CON4   (7項参照) 
R3 5 L02P_5/D7 I/O 〃 〃 
P3 5 L01N_5/RDWR_B I/O 〃 〃 
P2 5 L01P_5/CS_B I/O 〃 〃 
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表 6-3 FPGAピンアサイン 内部デバイス系(1/2) 

 
番号 バンク 信号名 I/O 機能 接続先 
J2 6 LA(22) O FPGA外部アドレスバス SDRAM、FLASH メモリ、 

LAN コントローラ 
J3 6 LA(21) O 〃 〃 
J4 6 LA(20) O 〃 〃 
K5 6 LA(19) O 〃 〃 
K1 6 LA(18) O 〃 〃 
K2 6 LA(17) O 〃 〃 
K3 6 LA(16) O 〃 〃 
K4 6 LA(15) O 〃 〃 
L1 6 LA(14) O 〃 〃 
L2 6 LA(13) O 〃 〃 
L3 6 LA(12) O 〃 〃 
L4 6 LA(11) O 〃 〃 
L5 6 LA(10)  〃 〃 
M4 6 LA(10)_RAM O 〃 〃(SDRAM用) 
M1 6 LA(9) O 〃 〃 
N1 6 LA(8) O 〃 〃 
M2 6 LA(7) O 〃 〃 
M3 6 LA(6) O 〃 〃 
E3 7 LA(5) O 〃 〃 
E2 7 LA(4) O 〃 〃 
E4 7 LA(3) O 〃 〃 
F5 7 LA(2) O 〃 〃 
F4 7 LA(1) O 〃 〃 
F3 7 LA(0) O 〃 〃 
F2 7 LD(15) I/O FPGA外部データバス SDRAM,FLASH メモリ、 

LAN コントローラ 
F1 7 LD(14) I/O 〃 〃 
G4 7 LD(13) I/O 〃 〃 
G3 7 LD(12) I/O 〃 〃 
G2 7 LD(11) I/O 〃 〃 
G1 7 LD(10) I/O 〃 〃 
G5 7 LD(9) I/O 〃 〃 
H4 7 LD(8) I/O 〃 〃 
H3 7 LD(7) I/O 〃 〃 
H2 7 LD(6) I/O 〃 〃 
H1 7 LD(5) I/O 〃 〃 
J1 7 LD(4) I/O 〃 〃 
A8 0 SYS_RST_IN I システムリセット入力 リセット回路 
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表 6-4 FPGAピンアサイン 内部デバイス系(2/2) 

 
番号 バンク 信号名 I/O 機能 接続先 
B8 0 BOOTMODE I ブートモード検出 JP1   (7項参照) 
C8 0 SYS_CLK_IN I システムクロック入力 発振器 3.6864MHz 
D8 0 RAM_CLK  I SDRAM のクロック DCM

フォードバック用入力 
SDRAM 

C7 0 SYS_CLK_OUT O SDRAMへのクロック出力 SDRAM 
D7 0 LD(3) I/O FPGA外部データバス SDRAM,FLASH メモリ、 

LAN コントローラ 
E7 0 LD(2) I/O 〃 〃 
E6 0 LD(1) I/O 〃 〃 
D6 0 LD(0) I/O 〃 〃 
C5 0 FLASH_CE* O FLASH メモリ CE FLASH メモリ 
D5 0 FLASH_OE* O FLASH メモリ OE 〃 
A3 0 FLASH_WE* O FLASH メモリ WE 〃 
A2 0 MAC_BE1* O LAN コントローラ BE1 LAN コントローラ 
C4 0 MAC_BE0* O LAN コントローラ BE0 〃 
B3 0 MAC_RD* O LAN コントローラ RD 〃 
C3 0 MAC_WR* O LAN コントローラ WR 〃 
C2 0 MAC_INTR I LAN コントローラ INTR 〃 
C15 1 BUS_REQ O バスリクエスト TE7720 
C14 1 BUS_REL I バス獲得 TE7720 
B14 1 RAM_CS* O SDRAM CS SDRAM 
C13 1 RAM_RAS* O SDRAM RAS 〃 
A15 1 RAM_CAS* O SDRAM CAS 〃 
A14 1 RAM_WE* O SDRAM WE 〃 
D12 1 RAM_CKE O SDRAM CKE 〃 
C12 1 RAM_UQDM O SDRAM UQDM 〃 
D11 1 RAM_LQDM O SDRAM LQDM 〃 
E11 1 RAM_BS(1) O SDRAM BS 〃 
E10 1 RAM_BS(0) O SDRAM BS 〃 
D10 1 CNSL_CTS* I コンソール CTS RS232C トランシーバ =>CON1  

(7項参照) 
C10 1 CNSL_RXD I コンソール RXD 〃 
D9 1 CNSL_RTS O コンソール RTS 〃 
C9 1 CNSL_TXD O コンソール TXD 〃 
B9 1 FPGA_RESET_EN O 自己リセット出力 リセット回路 
A9 1 LED* O ユーザコントロール LED D1    (7項参照) 

 
LA(0 to 22)、LD(0 to 15)、RAM_BS(0 to 1)の VHDLバス記述は、MSB側ビット(0)となっています。 
このため通常の外部デバイスと比べ、ビットラベルが逆になります(通常 LSB側がビット(0))。 
上記表は通常の外部デバイスに接続するときのビットラベル(LSB側がビット(0))で表記しています。 
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表 6-5 FPGAピンアサイン JTAG、コンフィグレーション系 

 
番号 バンク 信号名 I/O 機能 接続先 
D16  TCK I JTAG CON7    (7項参照) 
E1  TDI I JTAG 〃 
E16  TDO O JTAG 〃 
C16  TMS I JTAG 〃 
N15  CFG_CLK O コンフィグレーション CLK TE7720 
D1  PROG_B I コ ン フ ィ グ レ ー シ ョ ン

PROG_B 
リセット回路 

P16  CFG_DONE O コ ン フ ィ グ レ ー シ ョ ン
DONE 

TE7720 

C1  HSWAP_EN  オープン  
N3  M0 I コンフィグレーションモード グランド 
N2  M1 I コンフィグレーションモード グランド 
P1  M2 I コンフィグレーションモード グランド 
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7. 各種インターフェース仕様 
 

7.1. 各種インターフェースの配置 

 

電源入力+3.3Vin

起動モードジャンパ

⑦ CON1

LAN RJ-45
⑤ L2

① CON2

③ CON4

④ CON5

FPGAプログラム用ジャンパ

⑧ D3

② CON3

⑨ D1

外部I/O
(コネクタは実装されていません )
一部ピンがCON3と共通です)

外部I/O
(コネクタは実装されていません )
一部ピンがCON4または、CON5と共通です

外部I/O
FPGAプログラム用JTAG
(コネクタは実装
されていません )

RS232C

⑫ CON6

⑩ JP1

⑪ JP2

LED

⑥ CON7

FPGA用JTAG
(コネクタは実装
されていません )

のマークは1番ピンの位置を示します

-　   +

 
図 7-1 各種インターフェースの配置 

表 7-1 各種インターフェースの内容 

 部 品 番 号 説    明 
① CON2 外部 I/O 、FPGAプログラム用 JTAG コネクタ   Total I/Os 32PIN 
② CON3 外部 I/O コネクタ   Total I/Os 34PIN(一部ピンはCON4または 5と同じ信号です) 
③ CON4 外部 I/O コネクタ   Total I/Os 10PIN(一部ピンは CON3 と同じ信号です) 
④ CON5 外部 I/O コネクタ   Total I/Os 10PIN(一部ピンは CON3 と同じ信号です) 
⑤ L2 Ethernet 10/100 Base-T コネクタ 
⑥ CON7 FPGA JTAG コネクタ 
⑦ CON1 RS232C コネクタ 
⑧ D3 パワーオン LED  緑 
⑨ D1 ユーザコントロール LED 赤 
⑩ JP1 起動モードジャンパ 
⑪ JP2 FPGAプログラム用ジャンパ 
⑫ CON6 電源入力+3.3V コネクタ 
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7.2. CON2  外部 I/O、FPGAプログラム用 JTAGコネクタ 
 外部 I/O及び FPGAプログラム用 JTAG コネクタです。(コネクタは実装されていません) 

表 7-2 CON2  外部 I/O、FPGAプログラム用コネクタ  
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番号 信号名 I/O 機      能 
1 GND  グランド  
2 +3.3VOUT  内部ロジック用電源出力 +3.3V   
3 CFG_TCK  FPGAプログラム用 JTAG TCK 
4 CFG_TDI            〃 TDI 
5 CFG_TDO            〃 TDO 
6 CFG_TMS            〃 TMS 
7 01N_2/VRP_2  外部 I/O  Virtex-2Pro 接続ピン番号 E14 
8 01P_2/VRN_2            〃 E15 
9 02N_2            〃 E13 
10 02P_2            〃 F12 
11 03N_2            〃 F13 
12 03P_2            〃 F14 
13 04N_2/VREF_2            〃 F15 
14 04P_2            〃 F16 
15 06N_2            〃 G13 
16 06P_2            〃 G14 
17 85N_2            〃 G15 
18 85P_2            〃 G16 
19 GND  グランド  
20 74N_4/GCLK3S  外部 I/O  Virtex-2Pro接続ピン番号 N9 
21 GND  グランド  
22 74P_4/GCLK2P  外部 I/O  Virtex-2Pro接続ピン番号 P9 
23 86N_2            〃 G12 
24 86P_2            〃 H13 
25 88N_2/VREF_2            〃 H14 
26 88P_2            〃 H15 
27 90N_2            〃 H16 
28 90P_2            〃 J16 
29 90N_3            〃 J15 
30 90P_3            〃 J14 
31 89N_3            〃 J13 
32 89P_3            〃 K12 
33 87N_3/VREF_3            〃 K16 
34 87P_3            〃 K15 
35 85N_3            〃 K14 
36 85P_3            〃 K13 
37 06N_3            〃 L16 
38 06P_3            〃 L15 
39 05N_3            〃 L14 
40 05P_3            〃 L13 
41 GND  グランド  
42 GND  グランド  
43 +3.3VIN  電源入力 +3.3V   
44 +3.3VIN  電源入力 +3.3V   
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7.3. CON3  外部 I/O コネクタ 
 外部 I/O及び TE7720用 JTAG コネクタです。(コネクタは実装されていません)  

  表 7-3 外部 I/O コネクタ  
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番号 信号名 I/O 機      能 
1 +3.3VIN  電源入力 +3.3V   
2 +3.3VIN  電源入力 +3.3V   
3 GND  グランド  
4 GND  グランド  
5 03N_3/VREF_3  外部 I/O  Virtex-2Pro接続ピン番号 L12 
6 03P_3            〃 M13 
7 02N_3            〃 M16 
8 02P_3            〃 N16 
9 01N_3/VRP_3            〃 M15 

10 01P_3/VRN_3            〃 M14 
11 01N_4/BUSY/D1            〃 P15 
12 02P_4/D1            〃 P13 
13 02N_4/D0/DIN            〃 R14 注意.1 
14 01NP_4/INIT_B            〃 P14 注意.1 
15 03N_4/D2            〃 T15 
16 03P_4/D3            〃 T14 
17 06N_4/VRP_4            〃 N12 
18 06P_4/VRN_4            〃 P12 
19 07P_4/VREF_4            〃 N11 
20 09N_4            〃 M11 
21 09P_4/VREF_4            〃 M10 注意.2 
22 69N_4            〃 N10 注意.2 
23 75N_4/GCLK1S            〃 R9  
24 GND  グランド   
25 75P_4/GCLK0P  外部 I/O  Virtex-2Pro接続ピン番号 T9  
26 GND  グランド   
27 69P_4/VREF_4  外部 I/O  Virtex-2Pro接続ピン番号 P10 注意.2 
28 75N_5/GCLK7S            〃 T8 注意.2 
29 75P_5/GCLK6P            〃 R8 注意.2 
30 74N_5/GCLK5S            〃 P8 注意.2 
31 74P_5/GCLK4P            〃 N8 注意.3 
32 69N_5/VREF_5            〃 P7 注意.3 
33 69P_5            〃 N7 注意.3 
34 09N_5/VREF_5            〃 M7 注意.3 
35 09P_5            〃 M6 注意.3 
36 07N_5/VREF_5            〃 N6 注意.3 
37 06N_5/VRP_5            〃 P5 注意.3 
38 06P_5/VRN_5            〃 N5 注意.3 
39 03N_5/D4            〃 T3 注意.3 
40 03P_5/D5            〃 T2 注意.3 
41   空き  
42 EXRESET*  未接続   注意. 必ず未接続とし、信号を入力しないでください。 
43 +3.3VOUT  内部ロジック用電源出力 +3.3V  
44 GND  グランド  
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7.4. CON4  外部 I/Oコネクタ 
 外部 I/O コネクタです。(コネクタは実装されていません) 
 

表 7-4 CON4  外部 I/O コネクタ 

番号 信号名 I/O 機      能 
1   空き 
2   空き 
3 74P_5/GCLK4P  外部 I/O  Virtex-2Pro接続ピン番号 N8 注意.3 
4 69N_5/VREF_5   P7 注意.3 
5 69P_5   N7 注意.3 
6 09N_5/VREF_5   M7 注意.3 
7 09P_5   M6 注意.3 
8 07N_5/VREF_5   N6 注意.3 
9 06N_5/VRP_5   P5 注意.3 

10 06P_5/VRN_5   N5 注意.3 
11 03N_5/D4   T3 
12 03P_5/D5   T2 注意.3 

注意.3 

 
 
7.5. CON5 外部 I/Oコネクタ 
 外部 I/O コネクタです。(コネクタは実装されていません) 
 

表 7-5 CON5  外部 I/O コネクタ 

番号 信号名 I/O 機      能 
1 GND  グランド  
2 +3.3VOUT  内部ロジック用電源出力 +3.3V 
3 02N_5/D6  外部 I/O  Virtex-2Pro接続ピン番号 P4  
4 02P_5/D7   R3  
5 01N_5/RDWR_B   P3  
6 01P_5/CS_B   P2  
7 09P_4/VREF_4   M10 注意.2 
8 69N_4   N10 注意.2 
9 69P_4/VREF_4   P10 注意.2 

10 75N_5/GCLK7S   T8 注意.2 
11 75P_5/GCLK6P   R8 注意.2 
12 74N_5/GCLK5S   P8 注意.2 

 
注意 
1. CON3の 13 ピン(信号名 02N_4/D0/DIN)、CON3の 14 ピン(信号名 01NP_4/INIT_B)は、FPGA コンフィグ
レーションピンと兼用しています。 

2.CON3の 21,22ピン、27～30ピンと、 CON5の 7～12ピンは、同じ信号を配線しています。 
３.CON3の３１～４0ピンと、 CON４の３～12ピンは、同じ信号を配線しています。 
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7.6. CON7  FPGA JTAG コネクタ 
 FPGA用 JTAG コネクタです。(コネクタは実装されていません)。 
 本 JTAGの I/O電圧は+2.5Vです。+2.5Vに対応した JTAGケーブルをご使用ください。 
 

表 7-6 CON7  Virtex-ⅡPro用 JTAG コネクタ 

番号 信号名 I/O 機      能 
1 GND  グランド  
2 +2.5VOUT  内部ロジック用電源出力 +2.5V  
3 TCK I JTAG 
4 TDI I JTAG 
5 TDO O JTAG 
6 TMS I JTAG 

 
 
 
7.7. CON1  RS232Cコネクタ 

RS232C コネクタです。レベルバッファを介して FPGA と接続されています。 
  ボード側で使用しているコネクタ型式/メーカは、A1-10PA-2.54DSA/ヒロセ(相当品)です。 
  

・ シリアルコンソールの設定 
・ 転送レート 115.2kbps 
・ データ 8bit 
・ ストップ bit  1bit 
・ フロー制御 なし 

表 7-7 CON1  RS232C コネクタ 

番号 信号名 I/O 機      能 
1   空き  
2   空き  
3 RXD I Virtex-2Pro接続ピン番号 C10 (シリアルコンソール用) 
4 RTS O   〃 D9 
5 TXD O   〃 C9 (シリアルコンソール用) 
6 CTS I   〃 D10 
7   空き  
8   空き  
9 GND  グランド 
10 +3.3VOUT  内部ロジック用電源出力 +3.3V  
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7.8. JP1  起動モード ジャンパ 
起動モードを切り替えるジャンパです。 
オープンでオートブートします。 
ショートでブートローダモードになります。 
FPGA と接続されています。 
 (起動モードについての詳細はソフトウェアマニュアルを参照してください) 
  
 

表 7-8 JP1  起動モード ジャンパ 

番号 信号名 I/O 機      能 
オープン : オートブート 
ショート : ブートローダモード 

1 DLOAD  

Virtex-2Pro接続ピン番号 B8 
2 GND  グランド 

 
 
 
 
7.9. JP2  FPGAプログラム用ジャンパ 

FPGAプログラム用 JTAG からコンフィグレーションデータを Flash メモリにプログラムする時に使用するジャンパ 
です。 
コンフィグレーション方法については、10．FPGA コンフィグレーション を参照ください。 
 

 
表 7-9 JP2 FPGAプログラム用ジャンパ 

番号 信号名 I/O 機      能 
1 TE77PRG  オープン : ノーマルブート 

ショート : コンフィグレーションデータプログラム  
2 GND  グランド 
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7.10. D3  パワーオン LED 
  本ボードに 3.3Vが供給されると点灯(緑色)します。 
 
 
 
7.11. D1  ユーザコントロール LED 
ユーザコントロール可能な LEDです。 
゛ LO. ゛レベルで点灯(赤)します。 
FPGA と接続されています。 
  
 

表 7-10 D1  ユーザコントロール LED 

番号 信号名 I/O 機      能 
LO.レベル : 点灯 
HI.レベル : 消灯 

 LED0  

Virtex-2Pro接続ピン番号 A9 
 
 
 
 
 
7.12. CON6  電源入力+3.3V コネクタ 
電源入力コネクタです。電源入力+3.3Vは、+3.3V±3%で、単調増加としてください。 
CON2、CON3の ゛ 電源入力+3.3V ゛ とボード内部で接続されています。 
ボード側で使用しているコネクタ型式/メーカは、B2PS-VH/日本圧着端子(相当品)です。 
ケーブル側のコネクタ型式/メーカは、 
ハウジング VHR-2N/日本圧着端子(相当品)、 
コンタクト BVH-21T-P1.1/日本圧着端子(相当品)  または、BVH-41T-P1.1/日本圧着端子(相当品)  
が使用できます。 
   

表 7-11 CON6  電源入力+3.3V コネクタ 

番号 信号名 I/O 機      能 
1 GND  グランド 
2 +3.3VIN  電源入力 +3.3V 
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7.13.  Ethernet 10/100 Base-T 
  ボード側で使用しているコネクタ型式/メーカは、J0026D21B/PULSEです。 
 
 

表 7-12 Ethernet 10/100 Base-T 

番号 信号名 I/O 機      能 
1 TX+  差動ツイストペア出力+ 
2 TX-  差動ツイストペア出力- 
3 RX+  差動ツイストペア入力+ 
4   75Ω終端 ( 4番ピンと 5番ピンはショートしています) 
5   75Ω終端 ( 4番ピンと 5番ピンはショートしています) 
6 RX-  差動ツイストペア入力- 
7   75Ω終端 ( 7番ピンと 8番ピンはショートしています) 
8   75Ω終端 ( 7番ピンと 8番ピンはショートしています) 
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8. 基板形状図 
 

本ボードの基板形状図を図 8-1に示します。 
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〔単位：ｍｍ〕 

図 8-1 SUZAKU-Vの基板形状 
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9. FPGAプロジェクト構築方法(例 UARTの追加方法 ) 

例として添付 CD-ROMのデフォルトの FPGAプロジェクトに、UARTを追加する方法を説明します。 
 
9.1. 添付 CD-ROMの fpga_projプロジェクトの展開 
添付 CD-ROM の¥fpga_proj¥suzaku-v の 圧縮ファイル゛suzaku-v-＊＊＊＊＊＊＊＊.zip゛(＊は更新日)を
ハードディスクに展開します。 
展開後はのフォルダ構成は以下のようになっています。 

 xps_proj   : EDKのプロジェクトフォルダ 
 top.vhd   : プロジェクトトップファイル。゛xsp_proj.xmp゛を呼び出しています。 
 top.ucf   : FPGAピンアサイン情報ファイル。 
 top.mcs  : FPGA コンフィグレーションデータファイル。 

lbplay2.exe : FPGAプログラム用アプリケーション(コンフィグレーションデバイス TE7720用) 
device.def : FPGAプログラム用アプリケーション設定ファイル 
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9.2. 新規プロジェクトの作成 

Xilinx゛Project Navigator゛を起動し、゛File゛メニューから゛New Project゛をクリックします。 
Project Nameを゛top゛とし、Project Locationを先ほどプロジェクトを展開したフォルダを指定します。 最後に゛
次へ゛をクリックします。 

 

先ほどコピーしたフォルダ 
を指定 

゛top゛とする 

 
 

Select the Device and Design Flow for Projectを以下の設定にします。 
 Device Family  Virtex2P 
 Device   xc2vp4 
 Package   fg256 
 Speed Grade  -5 
 Synthesis Tool  XST(VHDL/Verilog) 
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以下の画面が出るまで゛次へ゛をクリックし、最後に゛完了゛をクリックします。 

 

 
 
 
 
゛Project゛メニューから゛Add Sources゛をクリックします。 
゛top.ucf゛ と ゛top.ucf゛を選択し、゛開く゛をクリックします。 
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゛VHDL Design File゛を選択し゛OK゛をクリックします。 

 

 
 
再度゛Add Sources゛で ゛xps_prj¥xps_proj.xmp゛を選択し、゛開く ゛をクリックします。 
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以上で新規プロジェクトができました。 
下記のような表示になります。 
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9.3. Platform Studioの設定 
まず、゛Project Navigator゛から゛xps_proj゛をダブルクリックします。 
゛Platform Studio゛が自動的に開きます。 

 

 

゛xps_proj゛ 
をダブルクリック 
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゛Platform Studio゛が自動的に開きます。 
ペリフェラルコアを新規追加するのに、゛Add/Edit Cores゛をクリックします。 
 
(ペリフェラル追加せず、デフォルト構成のままコンパイルする場合は “9.4 Platform Studioコンパイルの実行”に
お進みください) 
 

 

゛Add/Edit Cores゛ 
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゛Periherals゛タブで右側のペリフェラルコア一覧から゛opb_uartlite゛を選択し、゛Add゛で追加し、゛Instance゛を
指定します。 
今回は、以下の設定としました。 

 Instance  opb_uartlite_0 
その他のデフォルトのペリフェラルコアコア( PowerPC405~system_external_int)構成は、Linux を動作させる
最小構成です。 
 

 
 

Bus Connectionsタブで opb_uartliteのOPBバス(d_opb_v20)をクリックして゛S゛マーク(スレーブ)をつけます。 

 

゛S゛マーク(スレーブ)
をつける 

①゛ opb_uartlite ゛ を
選択し、゛Add゛をクリッ
ク 
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゛Addresses゛タブで゛opb_uartlite゛の Base Address と Sizeを以下のように設定します。 
今回は、以下の設定としました。 

 Base Address 0xF0FFB000 
 Size  256 
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Ports タブで、右側の信号一覧の中から、゛opb_uartlite_0゛の゛OPB_CLK゛、゛RX゛、゛TX゛を選択し、゛Add゛をクリ
ックします。 

Net Nameにそれぞれ以下の名前をつけます。(Net Nameは大小文字を区別します。間違わないようにしてくだ
さい) OPB_CLK  SYS_CLK(大文字) 
 RX  opb_uartlite_0_RX 
 TX  opb_uartlite_0_TX 

 
 
゛opb_uartlite_0_RX゛、゛opb_uartlite_0_TX゛を選択し、゛Make Externa
 External Ports Connection に追加されます。ここで登録した名前が、
component として呼び出すときの port名になります。 
 

①”opb
゛opb_u
Make E

External Ports C
追加される 

 

   
 

39
①opb_uartlite_0の 
゛OPB_CLK゛、゛RX゛、゛TX゛を 
選択し、゛Add゛クリック 
  
②External Ports Connections
に追加される。 
Net Nameで名前をつける 
l゛をクリックします。 
top.vhd(プロジェクトトップファイル)で

 

_uartlite_0_RX゛ 
artlite_0_TX゛を選択し 
xternalをクリック 

onnectionsに
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゛parameters゛タブで右側の設定項目一覧から、全てのパラメータを選択し、゛Add゛をクリックします。次にペリフェ
ラルのパラメータを指定します。 
今回は以下の設定にしました。 

 C_DATA_BITS  8 
 C_CLK_FREQ  66355200  <= SUZAKU-Vの発振器(3.6864MHzを DCMで 18逓倍) 
 C_BAUDRATE  115200 
 C_USEPARITY  0 
各ペリフェラルのデータシートを見る場合は、゛Open PDF Doc゛をクリックします 
最後に ゛OK゛ボタンを押します。 

 
 
 

 

データシートを見る場合、 
このボタンをクリックする 

②各パラメータを設定 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

①C_DATA_BITS 
C_CLK_FREQ 
C_BAUDRATE 
C_USEPARITY 
を選択し、 
゛Add゛をクリック 
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BRAM のソフトウェアソースを変更する場合は、Applications タブの゛Sources゛ファイルまたは、゛Headers゛ファ
イルをダブルクリックし直接編集するか、゛delete file゛で削除し、新しいファイルを追加しします。 
変更しないでそのまま使用の場合は、次に進んでください。 
デフォルトのソフトウェアソースは、Hermit及び Linuxを動作させるための初期化コード等が記述されています。 
 

 

゛Applications゛ 

゛Sources゛ファイル 
゛Headers゛ファイル 
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9.4. Platform Studioコンパイルの実行 
゛Generate Libraries゛、゛Compile Program Sources゛、゛Generate Net list゛を順番にクリックし、コンパイル 
します。 
以上で゛ Platform Studio ゛での作業は終わりです。 

 

 

゛Generate Libraries゛ 
゛Compile Program Sources゛ 
゛Generate Net list゛ 
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9.5. プロジェクトのトップファイル編集 
 
゛Platform Studio゛で自動生成されたファイルを、プロジェクト トップファイルで呼び出すように編集します。 
編集するファイルは top.vhd と top.ucfの 2つです。 

 
まずは、゛Project Navigator゛にもどり、゛File゛メニューの゛Open゛で以下の 2つのファイルを開きます。 

 xps_proj¥hdl¥xps_proj_stub.vhd 
 top.vhd 

 
(ペリフェラル追加せず、デフォルト構成のままコンパイルする場合は “9.6 Project Navigator コンパイルの実行”
へお進みください) 
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゛xps_proj_stub.vhd゛ は、XPS で PowerPC405 と周辺ペリフェラルコアを生成させた時に自動的に作成される
ファイルです。 
このファイルに記述されている Port名や Componet名を top.vhdに追記していきます。 
 

 

自動生成された 
xps_proj_stub.vhdに 
opb_uartlite_0_TX 
opb_uartlite_0_RX 
が記述されている 

セミコロンを記入 

セミコロンを消す 

 
top.vhdの ENTITY top ISの portに 
    opb_uartlite_0_RX : in std_logic; 
    opb_uartlite_0_TX : out std_logic 
を追記 
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セミコロンを記入 

セミコロンを消す 

top.vhdの 
COMPONET xps_projに 
    opb_uartlite_0_RX : in std_logic; 
    opb_uartlite_0_TX : out std_logic 
を追記 
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カンマを記入 

top.vhdの xps_proj_i : xps_proj 
のインスタンス文に 
    opb_uartlite_0_RX => opb_uartlite_0_RX, 
    opb_uartlite_0_TX => opb_uartlite_0_TX 
を追記 

カンマを消す 
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¥suzaku_v00¥xps_proj¥top.ucfファイルを開き、Virtex-ⅡProのフリーI/Oピンに信号を割当てます。 
今回は゛CN5の 3番ピン(P15)、4番ピン(P14)゛に割当てることとします。 
以上でプロジェクトトップファイルの編集は完了です。 

 
 

 

  
 

top.ucfに 
NET ゛opb_uartlite_0_RX゛  LOC =  ゛P4゛; 
NET ゛opb_uartlite_0_TX゛  LOC =  ゛R3゛; 
を追記 
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9.6. Project Navigatorコンパイルの実行 
 
゛Souces in Project゛で゛top.vhd゛を選択し、゛Generate Programming File゛をダブルクリックし、コンパイルを
実行します。 
以上で設定、コンパイルが全て終了し、゛top.bit゛ファイルが生成されます。 
(top.bit は FPGA コンフィグレーション用の元ファイルになります。実際にコンフィグレーションプログラムするため
には、top.bit をMCSファイルに変換する必要があります。次項の ゛FPGA コンフィグレーション゛を参照ください) 
 
 
 

 

゛top.vhd゛を選択 

゛Generate Programming File゛ 
をダブルクリック 
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10. FPGAコンフィグレーション 

SUZAKU-Vのコンフィグレーション方法について説明します。 
 
10.1. BITファイルから MCSファイルへの変換 
 
゛Generate PROM.ACE or JTAG File゛をクリックします。 

 

 

゛Generate PROM.ACE or JTAG File゛を 
クリック 
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゛PROM File゛ を選択し ゛次へ゛をクリックします。 

 
 
゛Xilinx Serial PROM゛ を選択し、PROMファイルの名前と保存場所を指定し ゛次へ゛をクリックします。 

  

ここではファイル名を 
゛top゛ 
とし、保存先を 
゛c:¥suzaku¥suzaku-******゛ 
としました 
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゛xc18v 04゛ を選択し ゛Add゛ をクリックし ゛次へ゛をクリックします。  

 

゛xc18v04゛を選択 

゛xc18v゛を選択 

 
 
 
゛次へ゛をクリックします。 

 
 
 

    
 

51



SUZAKU-V                             Hardware manual version 1.0.0 
 
 
 
゛Add File…゛ をクリックします。 

 
 
 
 
新しく生成された゛BIT file゛ を選択し゛開く゛をクリックします。 

 
 
゛いいえ゛ をクリックします。 
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゛完了゛ をクリックします。 

 
 
 
 
゛はい゛をクリックします。 

 
 
 
以上で BIT ファイルからMCSファイルへの変換は終了です。 
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10.2. SUZAKU-Vへコンフィグレーションデータのプログラム 
 
前項で生成したMCSファイルを実際に SUZAKU-Vにプログラムします。 
SUZAKU-Vでは FPGAのコンフィグレーションに東京エレクトロンデバイスの TE7720を使用しています。 
TE7720の動作については、4.4.9項 FPGA コンフィグレーションを参照ください。 
また、TE7720について東京エレクトロンデバイスのホームページから詳細資料をダウンロードできます 

 
まず、新しく生成された゛MCS file゛を゛device.def゛ と ゛lbplay2.exe゛ と同じフォルダにコピーします。 

   （ ゛device.def゛ と ゛lbplay2.exe゛は、プロジェクトトップファイルと同じフォルダ゛ szaku-v-******゛にも入って
います。) 

 
・SUZAKU-Vの電源がオフとなっていることを確認してください。 
 
・CON2 の ゛FPGAプログラム用 JTAG゛ に Xilinx製 Parallel Cable等の JTAGケーブルを接続します。 
 
・JP2 ジャンパをショートします。 
 

CON2

～CON2の3 6番ピンにJTAGピ
ンが割当てられています
(+3.3V電源とグランドは
2番ピンと1番ピンに接続
できます)

FPGAプログラム用ジャンパ

JP2

 
 
・SUZAKU-Vの電源をオンにします。 
 
・コマンドプロンプトを開き. 先ほどのMCS file や゛device.def゛ 、 ゛lbplay2.exe゛があるフォルダに移動します。 
 
・゛lbplay2 –deb top.mcs゛とタイプします。 

 
・以下のエラーが発生した場合は、CD-ROMの¥fpga_proj ¥lbplay2 driver install.txtに記載してある手順で、
ドライバをインストールしてください。 
“ERROR: Please check WINNT¥system32¥drivers¥windrvr.sys.” 
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・プログラム完了後、チェックサム値が合っていることを確認し, SUZAKU-Vの電源をオフにします。 
何かの原因でエラーを起こし、チェックサムが違っていた場合は、SUZAKU-Vを動作させないでください。 
間違ったデータをプログラムしたり、またプログラム中に何かの原因でエラーを起こした場合は、電源を切断し、必

ず゛JP2゛をショートし、再プログラミングを行ってください。 
 

 
・JP2ジャンパをオープンにします。 
 
・SUZAKU-V の電源をオンにします。 
 
・新しいコンフィグレーションデータでプログラムされた SUZAKU-Vが起動します。 
  
 
尚、この例では、UART を外部 I/Oにピンアサインしているため、+3.3Vの入出力レベルとなります。このため、パ
ソコン等の RS232C とは直接接続できません。 
実際にパソコン等の RS232C と接続する方法についての例を、 

SUZAKU Official Site  http://suzaku.atmark-techno.com/ の HowTo ページに記載してありますのでご参
照ください。 
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10.3. Lbplay2.EXE "ERROR: Please check WINNT¥system32¥drivers¥windrvr.sys."発生時の対処方法 
 
Lbplay2.EXE で"ERROR: Please check WINNT¥system32¥drivers¥windrvr.sys."が発生した時の対処方
法を以下に示します。 
 
 
①CD-ROM内の¥fpga_proj¥ wb_TE7720_software_20031104.zip を解凍してください。 
  さらに解凍したフォルダの中に"Release204.zip"がありますのでそちらも 
  解凍してください。 
 
② "windrvr.sys"を同じ名前のファイルがないことを確認し、Administrator 
  権限ユーザで以下のフォルダにコピーしてください。 
 
 ・WindowsNT/2000の場合 C:¥WINNT¥system32¥drivers 
 ・WindowsXPの場合 C:¥WINDOWS¥system32¥drivers 
 
③ コマンドプロンプトを立ち上げ、解凍を行ったフォルダまで移動し、 
  "wdreg install"を実行してください。 
 
以上の作業で正常に動作するようになります。 
 
 
Lbplay2.EXE及び、TE7720の詳しい情報については、東京エレクトロンデバイス 
http://www.teldevice.co.jp/のホームページに記載されています。また、FAQ もござ 
いますので合わせてご参照ください。 
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